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特集

保健師活動における 
ICT 化の推進
自治体における ICT 活用の推進 庄司昌彦
母子保健情報のデジタル化に向けた現状と課題 小林 徹
ICT 活用により保健師活動はどう変わっていくのか ? 
保健師による DX 推進の可能性と意義 田口敦子
北九州市の母子手帳アプリを起点とした 
妊娠・出産・子育て期の DX の取組み 堀 優子
デジタル田園都市国家構想に伴い保健師活動における 
ICT 活用をどのように進めていくか 
古賀市における取り組みとその視点 吉田直美

ナカイタ発！　気になる人と現場
保健師活動における ICT 化推進の可能性 庄司昌彦×中板育美

連載
保健師活動を地図で見える化 !　GIS を使いこなそう　堀池 諒

ひきこもり状態にある本人と家族への訪問支援　 
こころの扉が開くとき  
船越明子

苦手意識を解消 ! 実践的な地域アセスメントのポイント  
吉岡京子

思いを見逃さず 引き出し つなげる 保健師活動 大神あゆみ

疲れた心を整えるセルフ・コンパッション　秋山美紀

●一般の就職活動では、近年
「インターンシップ」への学
生の注目度が高くなっていま
す。保健師の確保に頭を悩ま
せている自治体が多い中、行
政保健師の人材確保のための
新たな方策や現状について知
りたいという課題意識から今
号の特集が組まれました。特
集の中で小川靖子氏が、新規
採用保健師の総合的な満足度
と有意な関連を示した項目と
して「先輩・上司と仕事以外
での相談もできる」「保健師
業務の意義・理由を丁寧に説
明している」「業務で出した
成果をお互いに評価・承認す
る習慣がある」等を示されて
いました。これらを見て、自
らの 20代の頃を振り返る
と、仕事以外の相談や仕事の
意義・理由の議論、成果の評
価・承認は先輩・同僚との飲
み会の中で補足されていたな
と懐しく思い返しました。要
は、アルコールが入った後く
らいの自由闊達なコミュニ
ケーションが大切なのかもし
れません。それを人材確保や
人材育成体制、普段の職場の
中でいかに作るかが課題なの
だと思いました。時間的・精
神的な余裕があれば、気配り
や工夫の余地も多いのでしょ
うが、コロナ禍の経験からも
余裕がない時にも自由闊達な
コミュニケーションが図れる
仕掛けや体制を整えることが
必要なのかもしれません。

（小林）
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